予算要求資料
平成31年度当初予算　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業大学校費
	事業名　新　ＧＡＰ推進事業費（任意）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　農政部　農業大学校　教務課　電話番号：0574-62-1226
　　　　　　　E-mail： c24405@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　        　　１，６５３千円（前年度予算額：　　　　　０千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0   
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	   0

	要求額
	1,653   
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,653   

	決定額
	1,600   
	614
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	986   


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と取り組み内容）
現在、国際的にも通用するＧＡＰ（国際水準ＧＡＰ）の取組が農産物の輸出拡大や農業人材の育成など我が国の農業競争力を図る観点から重要となっている。

また、農業大学校では、ＧＡＰ（農業における食品安全、環境保全、労働安全等の持続可能性を確保するための生産工程管理の取組）の実践を教育計画に掲げており、平成３０年度は、農業生産工程の講義を設けるとともに実習での実践指導を行っている。そして、さらにＧＡＰを推進するために平成３１年度中にカキを対象にＡsiaＧＡＰの申請を計画している。

そして、このことにより、学生に対するより良い農場管理の実践、教育を強化し、安全・安心・健康な農産物生産ができる人材を養成することを目標とする。
（２）事業内容

○ＡsiaＧＡＰ認証のためのコンサルタントの活用と取得（６５０千円）
　・上級指導員のコンサルタント費用、講師旅費
　・認証審査に要する経費
○ＡsiaＧＡＰ認証維持のため必須要件の分析（１０８千円）

・残留農薬検査や水質検査の実施等
○ＡsiaＧＡＰ認証の適合基準のためのほ場、資材の整備（７９１千円）
　・鳥獣害対策のための電気柵等の設置（農産物の汚染防止）
　・チェーンソー用防護服、収納庫、農薬保管庫、出荷コンテナ等
○ＧＡＰ取組先進事例の状況調査（１０４千円）　

　　群馬県立農林大学校、滋賀県立農業大学校
（３）県負担・補助率の考え方

　　　　
（４）類似事業の有無　　　無
３　事業費の積算内訳
	事 業 内 容
	金 額(千円)
	事 業 内 容 の 詳 細

	報償費
	　　３００
	コンサルタント講師　300,000円（50,000円/回　6回）

	旅費
	　　２５４　
	

	
	業務旅費
	　　　１０４
	群馬県立農業大学校　41,980円　滋賀県立農業大学校9,560　51,540円　（2人）

	
	費用弁償
	１５０
	講師旅費　150,000円（25,000円/回　6回）

	需用費
	　　　７９１
	

	
	消耗品費
	　　７９１
	鳥獣害対策電気柵等の設置　カキほ場(26ａ)　670,956円

チェーンソー用防護服、収納庫、農薬保管庫、出荷コンテナ等　120,000円

	委託料
	　　　１０８
	残留農薬分析費用　71,500円

水質分析費用　30,000円

土壌診断分析費用　6,500円　

	役務費
	　　　２００
	AsiaGAP認証申請費用　200,000円

	合計
	　１，６５３
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　・長期構想
　　Ⅱ―２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる
　　　　　　・農業の担い手を育成・確保する
　・ぎふ農業・農村基本計画

　　　第５章１　多様な担い手づくり
　　　　　　(7) 農業大学校・国際園芸アカデミーの人材育成機能の強化
（２）国・他県の状況

　・岐阜県を含む４２道府県が農業大学校を設置

事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
平成31年度中にカキを対象にＡｓｉａＧＡＰの申請をし、平成32年度の夏までに認証取得する。このことにより、学生に対するより良い農場管理の実践、教育を強化し、安全・安心・健康な農産物生産ができる人材を養成する。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	現在値
	目　標
	達成率

	ＡsiaＧＡＰの認証取得
	取得なし
	取得なし
	取得
	


○指標を設定することができない場合の理由
	　人材育成については、就農後のＧＡＰへの取り組み状況を確認する。



（前年度の取組）

	事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
・カリキュラム検討委員会によるＧＡＰ教育の進め方の検討
・農業大学校にけるＡsiaＧＡＰ取組の先進地の調査
・ＧＡＰ上級指導者による予備コンサルタント



（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○： 

	（評価）

○

	　

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　


